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令和６年度学校教育自己診断（生徒） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



令和６年度学校教育自己診断（教員） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



【学習指導等】 

１人１台端末など ICT を活用した「わかる授業」の展開。企業や地域など外部との連携を持ち、主体的な学習の実

施、課題解決力の育成をめざし PBL 教育の推進に努めている。教員向けアンケート「ICT を積極的に授業で取り入れて

いる」では肯定的な回答 84％と昨年度より 4％上昇しているように ICT の活用や、連携授業は定着しつつある。しか

し、生徒向けアンケート「学校の授業は楽しかった」の肯定的な回答が 79％と昨年度より 5％減少しているのは、生

徒たちにとって新しい取り取り組みをすることが当たり前に事となっているのではないかと考えている。今後は、生

徒がさらに主体的に取り組み、経験を積むことで、自己肯定感さらに高め行動できるよう指導に努める。 

 

 

【生活指導等】 

人権教育や様々な講演会・研修を推進し、道徳心・社会性を育成するため LHR を活用し講演会や研修を実施してき

た。生徒向け学校教育自己診断「命や人権の大切さやいじめを許さないという考え方をしっかり学ぶことができた。」

の肯定的な回答が 76％と昨年度より 12％減少していることから、来年度は重点的に取り組む課題の一つとしたい。ナ

イスカードについては、配付枚数が少なくなっているが、生徒数減少を鑑みると、同等数の配付となっている。就職に

ついては本年度も 100％の内定を継続することができた。 

 

 

【学校運営】 

今年度は、閉校に向かう一年目として様々なことに取り組んできた。 

教員への学校教育自己診断では「学校行事が、生徒にとって魅力のあるものとなるよう、工夫、改善を行っている」の

「良くあてはまる」という回答が昨年度に比べ 20％増加していることから、閉校までの 3 年間を、最後まで感謝の気

持ちを持ち、モチベーションを保ちながら教育活動を行おうとする意識がうかがえる。今後も教職員が一丸となり、

ものづくり人材を育成する魅力ある学校をめざし取組を継続する。また、SNS を積極的に活用し在校生徒はもちろん、

教職員・これまでお世話になった地域の方々へ学校での取り組み伝え関わり続けてもらう。 

 

 


